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研究成果の概要：外来がん患者の倦怠感に対する自律訓練法の効果についての示唆を得るため

に、健康者に対して調査を行った。結果、体組成と倦怠感との因果関係は認められなかった。

一日の歩行数が多い方が翌日の倦怠感は少ない傾向がみられ、さらに 4000 歩/日以上歩いた群

は、それ未満の群に比べて倦怠感が少ない結果となった（p=0.04）。倦怠感と熟眠感・食欲と

の相関は、熟眠感：r=-0.408(p＜0.001)、食欲：r=-0.273（p＜0.001）といずれも負の相関を

認めた。 
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１． 研究開始当初の背景 

がん患者の倦怠感は、高頻度に出現す

る患者の主観的な症状である。また、その

症状によって、日常生活に影響を及ぼして

いることから、適切な症状緩和への援助が

必要である。 

がんに起因する倦怠感の研究は、1980

年代より米国において、徐々におこなわれ

始め、1995 年、倦怠感の研究プロジェクト

が創設され、がん患者の倦怠感に関するア

セスメントツールの開発や倦怠感緩和のた
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めの介入研究が行われつつある。 

筆者らは、先行研究(文献２)において簡便

にがん患者の倦怠感を測定可能な２次元６

項目の日本語版ＳＣＦＳを開発し、その信

頼性・妥当性を得た。そして、そのことによ

り、がん患者の倦怠感のアセスメントがより

簡便にできるようになり、それを用いたがん

患者の倦怠感に対する介入方法の検討・

効果の評価をすることは、さらに患者への

負担が少なく、２次元的に評価ができると

いう点で、意義がある。 

がん患者の倦怠感に対する介入研究に

おいては、先行研究において諸外国と日

本で行われているものを検討しており、諸

外国においては、入院中のがん患者に対

ししてリフレクソロジー、アロマセラピー、ＩＳ

ＰＰを用いて睡眠コントロールを行ったもの、

薬物療法を行ったものや、外来通院中の

患者に対してウォーキング、水泳、ヨガなど

の運動を行ったもの、日記を用いてセルフ

モニタリングを行ったものも報告されており、

中でもエクササイズは、現在、倦怠感に対

して、最大のエビデンスがある有益な非薬

物的介入といわれている。しかし、この場合、

患者の身体活動レベルや治療のタイプな

どを考慮し、個別にプログラムする必要が

ある。日本においては、入院中のがん患者

を対象とした足浴やアロマオイルを用いた

マッサージによる介入である。いずれも有

効であるのだが、患者にとっての手軽さが

不足していると考える。その点で、自立訓

練法は、道具も要らず一人で行え、身体活

動レベルに関与しないという利点がある。ま

た、効果として、疲労回復や不安の緩和な

どが認められており、さらにがん患者の倦

怠感の緩和が期待できる。 

２．研究の目的 
   本研究では、自立訓練法と活動量が倦

怠感にどのように影響するのかを明らかに

することを目的とした。 

３． 研究の方法 

 がん患者を対象に実施する前に健康者

を対象とした調査を行い、研究の方向性を

検討した。現在は、がん患者を対象とした

調査を実施継続中であるため、健康者の結

果について報告する。 

1） 対象 

健康な大学生の男女 20 名 

2)調査項目及び調査方法 

調査項目は、①属性、②体組成、③末

梢血流測定、④倦怠感（CFS・SCFS・

POMS）、⑤抑うつ状態（SDS）、⑥日々の

歩行数、⑦日々の健康状態（倦怠感・熟

眠感・食欲など）である。日々の健康状態

は「0：全くない」から「４：非常にある」の 5

段階で評価した。 

対象者に対しては、普段どおりの生活

をしてもらい、項目①～⑤は 1 週間の期間

をあけて 2 回、項目⑥⑦は朝の状態を記

入または測定していただくようにした。また、

体組成は同じ時間帯に測定を行った。 

3)倫理的配慮 

実施に当たっては倫理審査委員会の承

認を得た。対象者に対して、研究の目的、

方法、倫理的配慮について説明を行い、同

意を得たうえで行った。 

４．研究成果 

1)対象者 

対象は、男性 1 名、女性 18 名であり、平

均年齢 21 歳であった。記録が継続できなか

った者が 1 名、歩数計の携帯を忘れた日が

あった者が 3 名であった。普段から 15 分以

上の運動を 2 回/週以上行っている者は、6

名であった。 

身体の計測値の平均は、BMI21.5、基礎

代謝量 1153.6 であった。（表 1） 



SDS では、神経症の範囲内にあるものが

1 名であった。POMS‐F の平均値は 14.3 で

あった。(表 2) 

2)末梢血流量・体組成と倦怠感の関連 

末梢血流量の測定には BC チェッカー

ver.6（フューチャー・ウエイブ）を用い、判定

を行った。体組成の測定には、DC‐320 

(TANITA）を用いた。 

基礎代謝量・体水分量・体脂肪率と末梢

血流との関連はみられなかった。また、倦怠

感と体組成との関連はみられなかった。 

そのことから、単に患者の体組成の改善

をしても倦怠感の緩和につながることはない

ということが示唆された。 

 

表 2 SDS,POMS-F,CFS 結果  

  最小値 最大値 平均値 標準偏差

SDS 計 27.0 49.0 38.8 5.4

POMS-F 6.0 19.0 14.3 4.1

CFS(身体的) 0.0 14.0 5.8 4.0

CFS(精神的) 1.0 9.0 6.8 1.8

CFS(認知的) 0.0 12.0 3.8 3.2

CFS(総合） 1.0 32.0 16.4 6.9

3)活動量と倦怠感の関連 

 活動量の指標として、日々の歩行数の測

定をSDセンサ-搭載歩数計FB-722

（TANITA）を用いて行った。歩行数が多気

からといって翌日の倦怠感が強くなることは

なく、むしろ歩行数が少ない方が翌日の倦

怠感が強い傾向がみられた。4000歩/日以

上群とそれ以下の群でMann-WhitneyのU検

定をしたところ、有意差がみられた(p=0.０4)。

5000歩/日以上とそれ未満では、有意差は

みられなかった。今回の結果に限ったことで

あるかもしれないが、歩行数が4000歩/日未

満であることが倦怠感に影響している可能性

があることが示唆された。 

外出しない日がある者は1名のみであり、

外出しなかった日の翌日の倦怠感は外出日

より高く、計測された歩行数は340歩/日と少

なかった。歩行数が少ないことが倦怠感に景

況している可能性もあるが、外出するという

行為そのものが翌日の倦怠感に影響を可能

性も考えられる。 

4)倦怠感と熟眠感・食欲との関連 

倦怠感と熟眠感・食欲との関連について、

相関係数をもとめた結果、熟眠感と倦怠感

の相関は r=-0.408(p＜0.001)、食欲との相

関は r=-0.273（p＜0.001）といずれも負の相

関を認めた。熟眠 感が高いと倦 怠感が低く、

睡眠の質が倦怠感に影響を与えることが示

唆された。（図１・２） 

 

 

 

 

表 1 身体計測結果 

  最小値 最大値 平均値 標準偏差

身長(cm) 150.0 174.0 157.2 7.0

体脂肪率

(%) 
16.5 46.8 29.9 7.2

体重(kg) 41.8 78.2 53.1 9.5

ＢＭＩ 16.8 33.9 21.5 3.8

基礎代謝量

（kcal) 
997.0 1659.0 1153.6 159.6
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